
 1

                               

  
                          

   

                               

                               

 

http：//www.Mrks-kougyokai.Com 
e-mail  mrks＠mb.Infoweb.ne.jp 

（第２１号） 
 
宮城県冷凍空調設備工業会 
〒984-0002 
仙台市若林区卸町東 1-3-8 

TEL  022-231-3520 
FAX  022-231-3521 

２００７年平成１９年１０月 1日                         宮城県冷凍空調設備工業会（第２１号）

○「平成１９年度全国労働衛生週間」     ・・・・・・・・・２ 
○第２回ものづくり内閣総理大臣賞受賞    ・・・・・・・・・２ 
○役員会報告                ・・・・・・・・・３ 
○各委員会報告               ・・・・・・・・・３～５ 
○会員異動                 ・・・・・・・・・５ 
○第４１～４２期各支部長就任挨拶      ・・・・・・・・・５～７ 
○行程管理票注文書（会員用）        ・・・・・・・・・８ 



 2

                               

                               

                               

                               

 「平成１９年度全国労働衛生週間」 
  表紙のポスターは、平成 19年度第 58回全国労働衛生
週間のポスターです。 
 全国労働衛生週間は、昭和 25年に第 1回が実施されて
以来、本年で第 58回を迎える。この間、本週間は、国民
の労働衛生に関する意識を高揚させ、事業場における自

主的労働衛生管理活動を通じた労働者の健康の保持増進

と快適な職場環境の形成に大きな役割を果たしてきたと

ころです。 
 我国における昨年の業務上疾病による被災者は 8,369
人であり、20年前に比べると約半数まで減少したが、石
綿ばく露による肺がん、中皮腫の労災認定件数が近年増

加している。 
 また、一般定期健康診断の結果、何らかの所見を有す

る労働者の割合は増加を続けており、平成 18 年 49.1％
に上っている。更に、仕事や職場生活に関する強い不安、

悩み、ストレスを感じる労働者の割合は 6 割を超えてお
り、業務によるストレスなどにより精神障害を発症する

事案が増加している。 
 このような状況に対処するために、改正労働安全衛生

法が平成 18年 4月より一部経過措置を除き施行され、過
重労働による健康障害防止対策及びメンタルヘルス対

策、職場におけるリスクの低減対策、化学物質の危険有

害性の確実な情報伝達による適切な化学物質管理の推進

等労働者の健康確保対策の充実強化が図られたところで

ある。また、平成 18年 9月からは、石綿製品の製造等の
前面禁止や建築物の解体作業等における石綿ばく露防止

対策の充実など、石綿による健康障害防止策の一層の強

化が図られたところである。更に、平成 20年 4月からは、
労働者数 50 人未満の中小事業場に対しても長時間の時
間外・休日労働を行った労働者に対する医師による面接

指導の実施が義務づけられる。 
 これらの対策が事業場において着実に実施され、労働

者の健康の確保、増進が図られるためには、経営トップ

や事業場のトップが自らの責務について認識し、産業医、

衛生管理者等の労働衛生管理スタッフが中核となって、

衛生委員会等の場を活用するなど労働者の意見を反映さ

せながら対策を展開していくことが重要である。また、

労働者自身も健康管理の活動に参加し、積極的に健康 
 

 づくりに取組んでいくことが重要である。このよ

うな観点から、本年度は、 
 『こころにゆとり からだに余裕 みんな

  でつくる 健康職場』 
をスローガンとして全国労働衛生週間を展開し、事

業場における労働衛生意識の高揚を図るとともに、

自主的な労働衛生管理活動の一層の促進を図るこ

ととする。 
 期間 10月 1日より 10月 7日までとする 
 
   
  
      
 
  
 
 
会報第 20 号にて、ご案内しましたが平成 19 年 5
月 30日建設産業人材確保・育成対策式典において
「平成 19年度優秀施工者国土交通大臣顕彰」表彰
に引続き、平成 19年 8月 10日｢第 2回ものづくり
日本大賞内閣総理大臣賞｣を総理官邸において安倍

首相より受賞されました。 
つまきしては、受賞者からご挨拶の投稿が寄せら

れましたのでご案内申しあげます。 
 この度、「建設マスター」国土交通大臣賞に続き

第 2回「ものづくり日本大賞」内閣総理大臣賞を頂
くことができました。 
 これは、偏に会員皆様方並びに（社）日本冷凍空

調設備工業連合会のお力添えの賜りものと心より

感謝しております。 
 当社は、昭和 23年創業以来、冷凍・冷蔵設備機
器を中心にアメニティあふれる個性豊な店舗数多

く手掛け、日々新しい事業にも取組んでいます。 
 この受賞を機に更に気持ちを引締めて生きたい

と自戒しております。 
 また、工業会活動では産業能力開発委員会副委員

長の任を受け技能、技術向上のお手伝いをしており

ますが、今後とも当会において「人づくり」・「物づ

くり」に尽力致したいと思います。 

第２回ものづくり日本大賞 

    内閣総理大臣賞受賞 

受賞者 我妻冷温工業㈱ 
   代表取締役 我妻 博氏 
  (当会 産業能力開発委員会副委員長) 
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